
平 成 29 年 1 月 25 日

神 奈 川 県 厚 木 市

中心市街地の賑わいと誰もが安心して安全に暮らせる快適空間の創出

社会資本総合整備計画（第６回変更）



中心市街地の賑わいと誰もが安心して安全に暮らせる快適空間の創出

平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 厚木市

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28 策定状況

A-1 都市再生整備 一般 厚木市 直接 3,508.5 別紙１

A-2 再開発 一般 厚木市 間接 363.3

A-3 街路 一般 厚木市 間接 21.9

平成28年度
以降は防
災・安全交
付金へ移行

合計 3,893.7

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 個別施設計画 備考
種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30 策定状況

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

C-1 厚木市 直接 2.7

C-2 厚木市 直接 24.2

C-3 厚木市 直接 7.3

C-4 厚木市 直接 10.0

C-5 厚木市 直接 4.9

C-6 厚木市 直接 270.0

合計 319.1

番号 備考

C-1

C-2

C-3

C-4

C-5

C-6

社会資本総合整備計画（市街地整備） 平成29年1月25日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

市民意識調査によるアンケート結果

「本厚木駅周辺のイメージについて（活気の有無）」 43.0% 48.0%

市民意識調査によるアンケート結果

「本厚木駅周辺の歩道整備について」 68.4%

計画の目標

・中心市街地における賑わいの再生
・中心市街地における快適な歩行空間等の充実
・中心市街地における交通拠点の強化

　　計画の成果目標（定量的指標）

・中心市街地の賑わいの再生を図ることによる歩行者通行量の増加
・本厚木駅周辺における歩行者空間に対する意識
・交通拠点の機能強化を図ることによる、バスセンターにおける路線バスの待機延長の減少
・市街地再開発事業等による中心市街地の魅力や利便性の向上

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

75.1%

中町第2-2地区周辺整備に係る

中心市街地交通環境調査「厚木バスセンターの状況」 80.0m 0m

市民満足度調査によるアンケート結果 (H26) (H29）

（H23当初） （H29末）

「中心市街地の魅力や利便性の向上について」 50.9% 52.9%

全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）
4,212.8 百万円 Ａ

3,893.7 百万円
Ｂ 0 百万円

(内提案分：19百万円) Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

事業者
要素となる事業名

市町村名
全体事業費
（百万円）

Ｃ 319.1 百万円 Ｄ 0 百万円
効果促進事業費の割合

8.0 %

本厚木駅南口地区市街地再開発組合 本厚木駅南口地区市街地再開発事業 商業、業務、住宅等　約0.8ha 厚木市

本厚木駅南口地区市街地再開発組合 本厚木駅前南口広場拡充整備事業 広場整備　約0.4ha 厚木市

費用便益比
（事業箇所）

厚木市 本厚木駅周辺地区 都市再生整備計画事業 既存建造物活用事業ほか 厚木市

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名
全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

費用便益比
（延長・面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度）

厚木市 中心市街地空き店舗出店支援事業 N=15件 厚木市

厚木市 中町第2-2地区周辺整備事業 N=1.0式 厚木市

厚木市 防犯カメラ設置事業 N=1.0箇所 厚木市

厚木市 地下道防犯シャッター設置事業 N=14.0箇所 厚木市

一体的に実施することにより期待される効果

防犯対策の一環である防犯カメラの設置を行い、本厚木駅周辺の安心安全の向上を図る。

地下道防犯シャッターの設置を行い、地下道の体感治安の改善を図るとともに、本厚木駅周辺の安心安全の向上を図る。

空き店舗出店支援事業を行い、中心市街地の活性化を図る。

中町第2-2地区の交通機能の拡充を含めた官民協働事業の推進を図ることにより、交通機能の強化及び賑わいの再生を図る。

一番街周辺地区の再整備を推進することにより一番街周辺地区の良好な歩行空間の確保と賑わいの創出を図る。

厚木市 一番街周辺地区整備事業 N=1.0式 厚木市

厚木市 公共施設再配置推進事業 N=1.0式 厚木市

中心市街地に立地する公共施設について、中心市街地内での移転や建替え、改修を順次実施し、都市機能の拡散防止と公共不動産の有効活用を図る。



Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業

事業 地域 交付 直接 備考

種別 種別 対象 間接 H26 H27 H28 H29 H30

合計

番号 備考

交付金の執行状況
（単位：百万円）

※　平成２６年度以降の各年度の決算額を記載。

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）

事業内容
市町村名

事業実施期間（年度） 全体事業費
（百万円）（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果

H26 H27 H28

計画別流用
増△減額
（b）

0.000 0.000 0.000

配分額
（a）

60.650 117.550 436.786

前年度からの繰越額
（d）

0.000 0.000 17.500

交付額
（c=a+b）

60.650 117.550 436.786

翌年度繰越額
（f）

0.000 17.500 80.400

支払済額
（e）

60.650 100.050 373.886

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000 0.000 0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000 0.000 80.400

未契約繰越＋不用率が10％を超えている
場合その理由

－ －

権利変換計画作
成に向けた権利
者合意の形成及
び調整に不測の
日数を要したた
め。

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.000 0.000 0.177



参考図面（社会資本整備総合交付金　市街地整備）

計画の名称 中心市街地の賑わいと誰もが安心して安全に暮らせる快適空間の創出

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 厚木市交付対象

厚木市立病院

厚木市役所

本厚木駅

相 模 川

２５０ ５００ １０００
（ｍ）

凡 例

： 都市再生整備計画区域

： 基 幹 事 業

： 関 連 事 業

： 効果促進事業

０
： 中心市街地空き店舗出店支援

事業エリア（都市再生緊急整備地域）

■効果促進事業

C-6 公共施設再配置推進事業

■基幹事業

Ａ-３ 本厚木駅前南口広場拡充整備事業
（街路事業）

■基幹事業
Ａ-２ 本厚木駅南口地区市街地再開発事業

（市街地再開発事業）

■基幹事業

Ａ－１ 本厚木駅周辺地区都市再生整備計画事業

（地方都市リノベーション事業）

（道路、地域生活基盤施設、高次都市施設、既存建造物活用事業、既存建造物

活用事業（地方都市リノベーション推進施設））

■効果促進事業

C-1 防犯カメラ設置事業

■効果促進事業

C-5 一番街周辺地区整備事業

■効果促進事業

C-4 中町第2-2地区周辺整備事業

■効果促進事業

C-3 中心市街地空き店舗出店支援

■効果促進事業

C-2 地下道防犯シャッター設置事業


